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　本日は、多くのビジターゲストの皆様にお越しいただいております

。越谷北ロータリークラブの永田様、米山記念奨学生の周さん、本日

この後、卓話もいただきますが、上尾スポーツ少年団本部長村田喜代

汰様、副本部長土屋様、中里様、今里様お忙しい中、ようこそおいで

いただきました。

　スポーツ少年団は、スポーツを通して次の時代を担う子どもたちの

健全育成にご努力いただいているところです。今年は、ロンドンオリ

ンピックがありましたが、未来のメダリストが誕生するのではないか

と期待もしています。日本スポーツ少年団は、昭和37年に創立され今

年、50周年を迎えます。上尾ロータリークラブも50周年ということで

、これも何かの縁かと思います。先週の例会では時間の関係でスピー

チいただけなかった皆さんには申し訳ございませんでしたが、近況等

スピーチをいただいた中で、お孫さんのお話がかなり出ておりました

が、スポーツ少年団で活躍された方も多いのではないかと思います。

また、子どもたちはもちろんですが、数多くは熱心な指導者の方や、

父母の方の支えがあって運営されています。また、多くのロータリー

クラブ会員の皆さんにご協力いただいておりますが、上尾スポーツ少

年団には後援会がございまして、上尾中央病院の中村先生が立ちあげ

長く会長をお勤めいただきましたが、2代目会長は島田県議で3代目は

私が仰せつかっております。その関係で本日はお越しいただきました

。よろしくお願いいたします。

　今月は新世代のための月間です。ロータリーの友の巻頭に「ロータ

リーの未来を支える新世代奉仕部門」という田中RI会長のメッセージ

が掲載されております。青少年は未来のリーダー、ローターアクト、

インターアクト、RYLA、青少年交換などロータリーの青少年プログ

ラムは新世代奉仕の非常に重要な部分を占めます。今日の青少年は、

未来のリーダーであるということを忘れてはなりません、若いリーダ

ーを育成すること、そして彼らを新会員として迎え入れることによっ

て、私たちは地域社会をより良くしロータリーの未来を確かなものに

することができると思います。

会長あいさつ第２４５７回　例会
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島村　健会長

奉仕を通じて平和を

行事予定

　　9月20日　卓話

　　9月27日　クラブ協議会①

　　　　　　（時間変更）

ビジターゲスト

　越谷北ロータリークラブ　　永田　雄治様

ゲスト

　スポーツ少年団　本部長　　村田　喜代汰様

　　　　　　　　　副本部長　土屋　正男様

　　　　　　　　　副本部長　中里　五男様

　　　　　　　　　副本部長　今里　芳子様　

　米山記念奨学生　　　　　　周　京梅さん
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いていきませんので、ご理解をいただきしてご協

力いただければと思います。本日は貴重なお時間

ありがとうございました。

上尾スポーツ少年団　本部長　村田喜代汰様
　　　　　　　　　卓話ありがとうございました。

スマイル ２２,０００円

出席　　会員数　　３５　　　出席数　　１９
欠席　　欠席数　　１６　　　（％）　　５４．２９

前々回確定　　　　　　　　　欠席数　　　０
修正（％）　 １００　　　　（Ｍ・Ｕ）     ０

■島村会長　上尾スポーツ少年団本部長村田様、副本部長土屋様、

中里様、今里様ようこそ。卓話ありがとうございます。越谷北ロー

タリークラブ永田様ようこそ

■齋藤博重幹事　上尾スポーツ少年団村田本部長様卓話ありがとう

ございます。土屋副本部長様、中里副本部長様、今里副本部長様よ

うこそ

■関口副会長　上尾スポーツ少年団の皆様ようこそ。卓話ありがと

うございます。

■越谷北ロータリークラブ　永田様　本日はメークアップよろしく

お願いします。

■大塚信郎会員　村田さん卓話ありがとうございます。永田さん、

周さんようこそ

■大木会員　村田さんをはじめスポーツ少年団の皆様ようこそ

■富永会員　村田さんをはじめスポーツ少年団の皆様、本日はあ

りがとうございます。

■武重会員　スポーツ少年団の皆様ようこそ

■沼尻会員　村田さん卓話ありがとうございました。

■村岡会員　村田様卓話ありがとうございました。

■尾花会員　卓話ありがとうございます。

■大塚崇行会員　卓話ありがとうございます。

■吉川会員　スポーツ少年団の皆さんようこそ

■小林会員　卓話ありがとうございます。

■齋藤重美会員　ようこそ

■井上会員　卓話ありがとうございます。

■横山会員　卓話ありがとうございます。

■宇多村会員　9月もよろしくお願いいたします。

■藤村会員　卓話ありがとうございます。

■野瀬会員　卓話ありがとうございます。
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幹　事　報　告

　私たちは彼らに10年後、20年後、30年後にロー

タリーのリーダーになってほしいと願っています

。その為には新しい視点で見ることが重要だと思

いますが、ロータリーを自分たちの視点からでは

なく新しい視点で見ることが必要だと思います。

会員候補者に入会を断られたら、その理由を尋ね

るべきだと思っています。

　何故かといいますとより多くの情報を得るため

です。それに対して、私たちは答えを出さないと

いけません。

　私たちの新しい奉仕部門、新世代奉仕はロータ

リーの未来を支え「超我の奉仕」において重要な

一歩なのです。本日も例会よろしくお願いいたし

ます。

齋藤博重幹事

　◆8月31日に日韓親善

会議が新高輪プリンス

ホテルで開催されまし

た。当クラブからは会

長、大塚パストガバナ

ー、尾花会員、大木会

員、私の5名で参加してきました。1000人を超え

る参加者がいて盛大に終えることが出来ました。

　◆9月8日に奉仕プロジェクトセミナーが開催さ

れます。参加登録は完了しておりますので、担当

の方はご参加よろしくお願いいたします。

　◆11月に行われる。新世代部門チャリティーバ

ザーでの物品提供のお願いがきております。よろ

しくお願いいたします。

　◆今月発行の「あぴお」に当クラブの活動が記

事として載っております。お目通しのほどよろし

くお願いいたします。

　◆ロータリー囲碁同好会からお知らせで、第11

回全国囲碁大会が10月20日に開催されます。ご興

味のある方はご連絡ください。

委員長報告

卓話

米山記念奨学委員会　大塚崇行委員長

　本日、島村会長、齋

藤幹事より米山記念に

多大なるご寄付をいた

だきました。ありがと

うございます。島村会

長におきましては6回目

、そして齋藤幹事は2回目のマルチブルとなりま

す。本日は、米山記念奨学生の周さんにお越しい

ただいておりますが、毎回のように例会に出席し

ていただけて本当に感謝しております。また、4

週後に控えておりますガバナー公式訪問までに

100％達成を目指しております。皆様、ご協力よ

ろしくお願いいたします。

親睦活動委員会　宇多村海児委員

　本日、皆様のお手元

に上尾ロータリークラ

ブ秋の親睦会員旅行の

お知らせをお配りして

おります。詳細につき

ましては記載の通りと

なります。非常に趣のある旅行になると思います

。また、目的地も被災地の視察を兼ねた旅行とな

っております。皆様、奮ってのご参加よろしくお

願いいたします。

上尾スポーツ少年団　本部長　村田喜代汰様

　皆様こんにちは、上

尾スポーツ少年団本部

長の村田と申します。

本日は例会にお招きい

ただきありがとうござ

います。ロータリーク

ラブの皆様には協賛という形で様々なご支援、ご

協力をいただいております。この場をお借りして

重ねてお礼を申し上げます。本日はスポーツ少年

団の活動内容等をお話したいと思います。
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　お手元に昨年度開催された駅伝、上尾クラブバ

レーの活躍をまとめた資料をお配りしております

。まず、国と県の動きからお話したいと思います

。昭和37年、産業の機械化、近代化の急激な進み

に伴い消費文化等が向上してきました。物質的に

は豊かになって来ましたが、大人や子どもたちの

中で体や心の問題が起き始めました。

　特に子どもたちにとってはTVゲームやその他に

よって体を動かす事が少なくなり体力の低下、そ

して地域社会の崩壊による青少年の犯罪増加、特

に低年齢化が進みはじめた時代でございました。

こうした中で子どもたちに地域を基盤としたスポ

ーツの出来る場所の提供が必要となり、正しいス

ポーツを計画的にそして、継続的に行うことによ

って子どもたちの心と体の健全育成を目指すとい

う目標でスポーツ少年団の結成を全国に呼びかけ

ました。このスポーツ少年団が設立した目的は一

人でも多くの子どもたちにスポーツの喜び、そし

て心と体の育成を目的としております。

　これは日本体育協会の記念事業として発表され

ました。その2年後には東京オリンピックが開催

されました。この健全育成というのは講道館の嘉

納治五郎師範の発案により青少年健全育成が生ま

れました。今年の6月には日本体育協会の指導の

元日本スポーツ少年団50周年記念を開催いたしま

した。秋篠宮両殿下をお招きし盛大に行われまし

た。皆様には本日ステッカーをお配りしました。

このステッカーには小さな五輪のマークと若葉の

芽のマークがございます。

　これは設立当時に全国から公募したマークです

が、当時山口県にお住まいの中学2年生の女子学

生が発案された物です。そのマークの意味は世界

を通してのスポーツそしてその若葉のマークは少

年少女が伸びる姿を描いた物です。このマークが

今でも使われているのは大変感慨深いものがある

と思います。

　私どもはいま960名の指導者を抱えております

。約800名が認定の指導者です。ですが、私は100

％を願っております。ボランティアでありますが

、何かの事故等ありますと当然法的な事が出てき

きます。

　そういった点を踏まえ認定を取りしっかりとし

た指導をして欲しいと願っています。皆様もご存

知かと思いますが、愛知の方では雷が発生してい

る中で試合をして大変なことがおきました。また

、バスで移動中の事故で亡くなられたお子さんも

いらっしゃいます。どうしてもスポーツ少年団は

全国を移動することが多いので、特に気をつける

よう各団長さんにはきつく指示をしております。

　昨年は東日本大震災で被災された地域を支援す

るため、試合や研修会で義援金の箱を用意して集

まったお金を義援金としてお渡しております。そ

して、1月の終わりには福島のサッカー団員が上

尾にて大宮アルディージャのサッカー教室を受け

た後、試合を上尾の団員としました。予定として

鉄道博物館に行く予定でしたが、福島から来た団

員はせっかく上尾に来たので、もっとサッカーを

したいと申し出がありましたので、滞在する間ず

っと子どもたちはサッカーを一生懸命していまし

た。

　5月には陸前高田市から野球の団員が上尾に来

まして、西武ライオンズ野球教室に参加して上尾

の子どもたちと練習をしてお帰りになられました

。被災した子どもたちには何かして励ましたいと

私は考えておりましたので、この交流活動はとて

も有意義で子どもたちそして、私にとってもいい

思い出になりました。

　昨年の10月にはワールドフェアということで、

スポーツ少年団が餅つきを担当して30kgほどつき

ました。また、上尾シティマラソンでは給水係、

出口の出入り監督に約100名の指導者を派遣しま

した。変わったことでは、愛護センター主幹の補

導員に10名ほど派遣しており主に夜活動をしてお

ります。

　皆様にお配りした本年度の登録団の状況ですが

、全国では3万6千団で団員数は83万人、埼玉県は

1800団で団員数は5万8千人です。上尾においては

47団で団員数1883名の団員が登録されています。

県内ではたくさんの青少年が活躍しております。

ただ、皆様のご支援を賜らないと有益な事業が続


